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NAISTに集まる大規模データ
日本内科学会
445,000症例

日本循環器学会
25,000症例

東京大学医学部附属院（大江和彦教授）

300,000症例
自治医科大学（永井良三学長）

100,000-症例前向き収集開始 (H28補正予算)
思春期コホート（笠井登人教授）

4,800例（新学術）*
京都大学医学部附属病院（木下彩栄教授）

60症例 **
東京大学生産技術研究所（熊谷晋一郎准教授）

福島県立医科大学
東北メディカルメガバンク

症例検索から診断支援のためのデータへ

悪心増悪
胃のむかつき
悪心
食後悪心
嘔気
吐き気（け）
悪阻
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迅速・網羅的病原体ゲノム解析法の開発及び感染症
危機管理体制の構築に資する研究



群馬県における
感染性胃腸炎

 

奈良先端科学技術大学院大学 ソーシャル・コンピューティング研究室 (http://sociocom.jp) 
E-mail: socialcomputing-office@is.naist.jp 

つつぶやきくん IG POWERED BY NAISTARS 
◆「つぶやきくん IG」とは ‒̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 
マイクロブログサービス「ツイッター (Twitter)」に投稿されている発言から「感染性胃腸炎 (IG; 
Infectious Gastroenteritis)」に関係のあるつぶやきだけを集め，都道府県ごとに推定した患者数を
表示するシステムです．  

  
利用者の位置の特定：「ツイッター (Twitter)」での発言時に GPS により付与された位置情報や，
プロフィールで公開されている場所名などから，利用者の位置を都道府県単位で特定しています． 

患者数の推定：奈良先端科学技術大学院大学 ソーシャル・コンピューティング研究室が開発してい
る自然言語処理技術を用い，実際に「感染性胃腸炎」と関係のある症状で苦しんでいる人のつぶやき
（以降「陽性のつぶやき」とも記しています）のみを抽出し，集計しています． 

つぶやきくんIIG

ソーシャルセンサーの問題
イインフラの不安定性の問題：ラインやツイッターなどのソーシャルメディアは，電話のような公共性の高い通信
インフラでなく，私企業が利益のために畝胃しているものである．このため，いつ仕様の変更があるかは分からず，
また，場合によっては停止することさえ考えられる．人命さえ関わることがあり得る重要性の高いサーベイランスを
このような不安的なインフラ上で実現してよいのかという問題がある．
ユーザ・バイアスの問題：ソーシャルメディアを使うのは都会に住む人々が多い．東京や大阪などの大都市に相対
して，北海道など通常の都市は発言数が少ない．当然，ここから得られる情報も都会中心の偏ったサンプルとなる．
このような地理的バイアスの他にも，ユーザの年齢層，性別，職業，教育レベルといった様々なバイアスが存在し，
集計結果を湾曲させる恐れがある．
正確性の問題：発言者によっては虚偽の情報を流す場合もある，または，自分では正しいと思っていても，後から誤
りと判る場合もある．仮に，正しい情報であっても，自然言語処理技術が，そこから，正しく情報を抽出できるかど
うかという問題もある．
責任の不明確さの問題：上記の諸問題が行き着くところとして，もし，誤りがあった場合，だれがどのように責任を
とるのか，という問題がある．個人情報の問題とも関連する．



言語計測を用いた臨床応用
Disease Sample size NLP measure Classification 

Method

Mild Cognitive 
Impairment 55 (MCI : 18) Lexical Features,

Syntactic Features N/A

Frontotemporal
Lobar Degeneration 38 Acoustic Feature

Lexical Features ANOVA

Primary Progressive 
Aphasia 24 Acoustic Features

Lexical Features
Naïve Bayes, Support 
Vector Machine, 
Random Forest

ASD 60 (ASD : 21) Lexical Features Similarity (Word 
overlap)

Alzheimer’s Disease 484 (AD or probable 
AD :242)

Syntactic Features, 
Lexical Features

Support Vector 
Machine, Naïve Bayes, 
Decision Tree, Neural 
Networks, Bayes Nets

Depression 3 Acoustic Feature N/A

Asperger’s and 
Autism 3278 LDA (Topic mining) N/A

Depression 28749 Lexical features Regression

ASD 16 Lexical Features (JEL) N/A



今後の課題

構文解析時に必要となる負担
 スタックされる項の数

ADB NN VP

VP
S

最近 孫が 遊びにきて 嬉しかった

S

3 2 1

1
3

Modified Yngve Score (1960)

それは，あのー，我が家で…孫が，自分の目指す大学に，
無事，入学したことであります．えー，我が家に，えー，
おいては，私の父の代から，あまり教育は，施されて来
なかったんですけれども，ようやく，私の…系図の中で
…，孫が，自分の目指す大学に，無事，入学できたのは，
本当に，えー，嬉しいことでございます．

孫が無事に希望大学に入学した．我が家は父の時代から
あまり教育されてこなかったが，ようやく孫が大学に入
学できて嬉しい．無限時間サンプリングした際の語種類数無 時 プ グ 際 種類数

要約した際の圧縮率

我が家で…孫が，自分の目指す大学
に，無事，入学したことであります

孫の名前は？
学校←大学←◯◯大学
入学（時間格）（場所格）

[Aramaki2011]

語彙量
語彙量推定

構文能力
構文解析

冗長性 論理性 具体性
文章要約

今後
談話構造解析

課題
固有表現抽出



認知症発症数と医療費

65歳以上の高齢者における
認知症の現状

（平成22年時点の推計）

医療費：数千億円
介護費：６兆～７兆円
＊既に算出している英国並みと仮定
すると：全体で１０兆円を超す見込
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注目される言語＋医療
（最近２ヶ月の報道)


